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　本学において実施している客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination：以下 OSCE）
における４年次生の看護実践能力の把握と、客観的評価に関する課題を明確にすることを目的として学生の













































































































SP 協力の得られた住民を対象に SP 研修に参加し
てもらい、演技や評価方法について事前に説明を行













































































































































































































































































































































































































患者に話しかける際、右耳の難聴に配慮して声かけしている 0.89±0.32 0.85±0.36 0.57 96.3 0.84 ほぼ
移動の前に状態を観察する事を説明する 0.98±0.14 0.91±0.29 0.10 92.6 0.31 やや低
発熱の程度を観察する 0.98±0.14 0.98±0.14 1.00 100.0 1.00 ほぼ
呼吸回数を観察する 0.80±0.41 0.70±0.46 0.27 87.0 0.66 かなり
脈拍を観察する 0.96±0.19 0.96±0.19 1.00 96.3 0.48 中
呼吸の息苦しさを観察する 0.80±0.41 0.78±0.42 0.82 94.4 0.83 ほぼ
呼吸音を観察する 0.98±0.14 0.96±0.19 0.56 98.1 0.66 かなり
腰痛症の痛みについて患者に問診する 0.63±0.49 0.67±0.48 0.69 88.9 0.76 かなり
患者に自力で移動できるか確認する 0.48±0.50 0.50±0.50 0.85 83.3 0.67 かなり
車椅子に座らせた後の息苦しさを確認する 0.00±0.00 0.00±0.00 − 100.0 −
車椅子に座らせた後の腰の痛みを観察する 0.02±0.14 0.04±0.19 0.56 98.1 0.66 かなり
移動を介助する際、点滴に注意を払う　 0.17±0.38 0.13±0.34 0.59 85.2 0.41 中
ベッドサイドに車椅子を準備する 0.70±0.46 0.65±0.48 0.54 90.7 0.79 かなり
車椅子にブレーキをかけておく 0.59±0.50 0.54±0.50 0.56 90.7 0.81 ほぼ
介助してベッドの端に座らせる 0.52±0.50 0.50±0.50 0.85 87.0 0.74 かなり
車椅子の座面に座らせる 0.20±0.41 0.20±0.41 1.00 96.3 0.89 ほぼ
患者を確認する 0.61±0.49 0.54±0.50 0.44 85.2 0.70 かなり
患者に対して自己紹介をする 1.00±0.00 1.00±0.00 − 100.0 −
レントゲン撮影で、検査室へ行く事を説明する 0.98±0.14 0.98±0.14 1.00 100.0 1.00 ほぼ
車椅子に移動する前に移動の説明をする 0.67±0.48 0.69±0.47 0.84 79.6 0.54 中









患者に話しかける際、右耳の難聴に配慮して声かけしている 0.87±0.34 0.89±0.31 0.75 97.2 0.90 ほぼ
移動の前に状態を観察する事を説明する 0.98±0.15 0.98±0.15 1.00 96.3 −0.02 低
腹痛の有無を観察する 0.94±0.25 0.89±0.31 0.47 95.1 0.73 かなり
腹部の膨満を観察する 0.77±0.43 0.79±0.41 0.81 98.1 0.94 ほぼ
腸蠕動を観察する 1.00±0.00 1.00±0.00 − 100.0 −
腹部の膨満感を観察する 0.79±0.41 0.87±0.34 0.28 92.1 0.70 かなり
嘔気の有無を観察する 0.64±0.49 0.60±0.50 0.68 95.1 0.91 ほぼ
腰痛症の痛みについて患者に問診する 0.68±0.47 0.70±0.46 0.83 93.5 0.85 ほぼ
患者に自力で移動できるか確認する 0.62±0.49 0.66±0.48 0.67 78.0 0.54 中
車椅子に座らせた後の腹痛の有無を観察する 0.06±0.25 0.06±0.25 1.00 92.4 0.29 やや低
車椅子に座らせた後の腰の痛みを観察する 0.15±0.36 0.17±0.38 0.78 98.1 0.92 ほぼ
移動を介助する際、点滴に注意を払う　 0.36±0.49 0.43±0.50 0.53 88.9 0.78 かなり
ベッドサイドに車椅子を準備する 0.79±0.41 0.77±0.43 0.81 97.2 0.94 ほぼ
車椅子にブレーキをかけておく 0.74±0.44 0.70±0.46 0.65 91.7 0.79 かなり
介助してベッドの端に座らせる 0.57±0.50 0.62±0.49 0.68 91.4 0.82 ほぼ
車椅子の座面に座らせる 0.47±0.50 0.45±0.50 0.84 98.1 0.96 ほぼ
患者を確認する 0.72±0.45 0.68±0.47 0.66 92.4 0.80 かなり
患者に対して自己紹介をする 0.98±0.15 0.98±0.15 1.00 96.3 −0.02 低
レントゲン撮影で、検査室へ行く事を説明する 0.91±0.28 0.94±0.25 0.70 98.1 0.85 ほぼ
車椅子に移動する前に移動の説明をする 0.77±0.43 0.81±0.40 0.62 86.3 0.62 かなり
合計 13.81±3.25 13.98±3.35 0.80
 ＊P＜0.05
念　校
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